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昨
年
12
月
、
東
海

道
新
幹
線
の
ぞ
み
が

台
車
に
亀
裂
が
入
っ

た
ま
ま
走
行
し
た
件

に
つ
い
て
、
運
輸
安

全
委
員
会
が
新
幹
線
開
業
後
初
め

て
の
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
認
定

し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
イ
ン
シ
デ
ン
ト
と

は
、「
た
ま
た
ま
事
故
に
は
な
ら

な
か
っ
た
が
、
事
故
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
十
分
に
あ
る
事
態
」
を

指
す
。
医
療
に
お
い
て
は
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
と
同
義
と
さ
れ
る
▼
医
療

安
全
管
理
に
お
い
て
は
、
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
事
例
を
で
き
る
だ
け
多
く

集
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
１

つ
の
重
大
事
故
の
背
後
に
は
29
の

軽
微
な
事
故
が
あ
り
、
そ
の
背
景

に
は
３
０
０
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事

例
が
存
在
す
る
と
い
う
ハ
イ
ン
リ

ッ
ヒ
の
法
則
に
従
え
ば
、
ヒ
ヤ
リ

と
し
た
事
例
を
分
析
し
、
根
本
原

因
を
探
っ
て
対
策
す
る
こ
と
で
重

大
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か

ら
だ
▼
６
月
18
日
朝
、
大
阪
府
北

部
を
震
源
と
す
る
Ｍ
６
・
１
、
最

大
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
４

人
が
死
亡
し
た
。
こ
の
う
ち
登
校

途
中
の
女
児
が
下
敷
き
に
な
っ
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
つ
い
て
原

因
究
明
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
一
方

で
阪
急
茨
木
市
駅
の
行
き
先
表
示

板
の
落
下
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

の
表
示
板
は
４
０
０
kg
の
重
量
が

あ
り
直
撃
す
れ
ば
殺
傷
能
力
を
持

つ
と
思
わ
れ
る
が
、
通
勤
時
間
帯

で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
け
が
人

は
一
人
も
出
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
事
例
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
落

下
し
た
先
に
人
が
い
な
か
っ
た
と

い
う
偶
然
か
ら
重
大
な
事
態
に
至

ら
な
か
っ
た
だ
け
で
、
次
は
人
の

頭
を
直
撃
す
る
か
も
し
れ
な
い
の

だ
。
鉄
道
会
社
に
は
安
全
管
理
の

面
か
ら
こ
の
表
示
板
の
設
置
方
法

に
つ
い
て
再
考
願
い
た
い
。 （
九
）
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７
月
初
旬
の
西
日
本
を
中
心

と
し
た
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
協

会
会
員
医
療
機
関
で
も
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
被
害
が
発
生
し

た
。
７
月
20
日
現
在
、
59
の
会

員
医
療
機
関
か
ら
被
害
報
告
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
協
会
は
、

順
次
会
員
へ
の
訪
問
を
行
い
、

被
害
状
況
の

把
握
、
被
災

医
療
機
関
の

見
舞
い
、
被

災
後
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
な

ど
必
要
な
対

応
に
努
め
て

い
る
（
次
号

に
被
災
状
況

の
詳
細
と
協

会
の
対
応
に

つ
い
て
報
道

予
定
）。

医院内にも泥がこの高さまで流入したと話す
先山嘉延先生（北区・先山クリニック）　　

西
日
本
豪
雨
災
害

5959
の
会
員
医
療
機
関
に
被
害

の
会
員
医
療
機
関
に
被
害

完
成
し
た
こ
ど
も
医
療
費
助
成
と
福
祉
医
療
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
２
０
１
８

表　こども医療費助成を改定した５市町の概要

伊丹市
小１～中３の一部負担額の軽減
「県と同じ」から、「１日800円（低所得者は
600円）（２割負担）、月２回まで」に改定

加古川市
小４～中３の一部負担額の軽減
「１日400円、月２回まで（２割負担）」から、
「一部負担なし」に改定（所得制限あり）

神河町
対象者の拡大
「０歳～中学３年生」から、「０歳～高校３
年生」に拡大

三田市

所得制限の新設
「市民税非課税世帯でかつ、世帯全員の年
金収入と他の所得との合計が80万円以下の
世帯」を新設。一部負担金額の新設低所得
者以外は、「通院時、１医療機関あたり１日
上限400円（月２回）」を新設

丹波市

所得制限の強化
市民税所得割額23万５千円未満について
「世帯合算しない」から「世帯合算する」
に改定

「こども医療費助成と福祉医療」パンフ2018ができました

「中３まで無料」９割に拡大「中３まで無料」９割に拡大
　

協
会
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
県
下
全
市
町
の
福
祉
医
療
制
度
調

査
の
２
０
１
８
年
度
分
の
結
果
を
ま
と
め
た
。「
こ
ど
も
医
療
費
」

に
つ
い
て
「
中
学
３
年
生
ま
で
無
料
」
は
、
新
た
に
加
古
川
市
が
加

わ
り
、
県
下
41
市
町
の
９
割
に
広
が
っ
た
。
結
果
を
ま
と
め
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
完
成
し
た
の
で
、
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
の
学
習
用
や
、

待
合
室
に
置
い
て
い
た
だ
く
な
ど
、
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

乳
幼
児
・
こ
ど
も

加
古
川
市
で
拡
大

　

乳
幼
児
・
こ
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
は
、
自
治
体
ご
と
に
定
め
ら

れ
た
年
齢
以
下
の
子
ど
も
に
対

し
、
受
診
時
窓
口
負
担
を
軽
減
、

も
し
く
は
無
料
と
す
る
制
度
で
あ

る
。

　

通
院
・
入
院
と
も
受
診
時
窓
口

負
担
を
「
中
３
ま
で
無
料
」
と
し

て
い
る
市
町
に
は
、
今
年
度
よ
り

加
古
川
市
が
加
わ
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
「
中
３
ま
で
無
料
」
の
自
治

体
は
前
年
よ
り
も
１
市
増
え
、
36

市
町
と
な
り
、
県
下
自
治
体
の
88

％
ま
で
広
が
っ
た
。
た
だ
、
三
田

市
で
は
所
得
に
関
係
な
く
中
３
ま

で
無
料
だ
っ
た
も
の
に
、
所
得
制

限
が
設
け
ら
れ
た
（
表
）。

　

中
３
を
超
え
、
高
校
生
ま
で
対

象
に
す
る
自
治
体
は
、
神
河
町
が

増
え
、
７
市
町
（
小
野
市
、
赤
穂

市
、
洲
本
市
、
高
砂
市
、
朝
来

市
、
香
美
町
、
神
河
町
）
に
な
っ

た
。母

子
家
庭
等
・

一
人
親
世
帯

　

「
母
子
家
庭
等
一
人
親
世
帯
医

療
費
助
成
」
は
、
自
治
体
ご
と
に

定
め
ら
れ
た
一
定
の
所
得
以
下
の

一
人
親
世
帯
を
対
象
に
、
受
診
時

窓
口
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
。

　

県
と
一
部
の
自
治
体
で
は
、
所

療
費
助
成
制
度
に
替
わ
っ
て
新
設

さ
れ
た
も
の
。
65
歳
〜
69
歳
の
人

の
う
ち
、
自
治
体
ご
と
に
定
め
ら

れ
た
所
得
制
限
や
「
要
介
護
度
２

以
上
」
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た

人
を
対
象
に
、
受
診
時
窓
口
負
担

に
上
限
を
定
め
る
。
た
だ
し
、
廃

止
さ
れ
た
老
人
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
者
に
限
り
、
70
歳
に
な
る

ま
で
旧
制
度
上
の
助
成
が
受
け
ら

れ
る
。

　

宝
塚
市
は
、
通
院
時
の
自
己
負

担
額
に
月
１
万
２
０
０
０
円
の
上

限
等
が
設
け
ら
れ
る
「
区
分
２
」

の
要
件
に
、
県
と
同
様
「
要
介
護

度
２
以
上
」
の
要
件
を
加
え
て
、

対
象
者
を
減
ら
し
た
。

寡
婦
（
夫
）

　

朝
来
市
は
、「
寡
婦
（
夫
）
医

療
」
と
し
て
、「
か
つ
て
18
歳
未

満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
た
母
子

家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
で

65
歳
未
満
の
方
へ
の
医
療
費
助

成
」
制
度
が
あ
っ
た
が
、
今
年
度

か
ら
廃
止
さ
れ
た
。

さ
ら
な
る
拡
充
へ

運
動
を
展
開

　

兵
庫
県
の
福
祉
医
療
制
度
は
、

71
年
か
ら
、
75
歳
以
上
の
「
居
宅

寝
た
き
り
老
人
」
を
対
象
に
開
始

さ
れ
、
72
年
に
は
70
歳
以
上
の
老

人
と
65
歳
〜
69
歳
の
重
度
身
障
者

（
１
〜
２
級
）
に
対
象
が
拡
大
。

73
年
に
は
重
度
障
害
者
、
乳
児
を

対
象
と
し
た
制
度
が
創
設
さ
れ
、

79
年
に
は
母
子
家
庭
等
の
助
成
制

度
が
開
始
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
に
お
い
て
も
、「
通
院
・
入

院
と
も
中
３
ま
で
無
料
」
が
県
内

36
市
町
に
ま
で
広
が
っ
て
き
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
協
会
と
地
域
住

民
の
運
動
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
井
戸
県
政
の
下
で
、

福
祉
医
療
予
算
は
縮
小
の
一
途
を

辿
り
、
兵
庫
県
の
老
人
医
療
費
助

成
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
制
度

の
縮
小
が
相
次
い
で
い
る
。
ま

た
、
こ
の
間
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た

市
町
の
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
お

い
て
も
三
田
市
な
ど
一
部
の
自
治

体
に
お
い
て
縮
小
が
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
協
会
は
、
今
後
も
お
金
の
心

配
な
く
医
療
に
か
か
れ
る
社
会
の

実
現
を
求
め
、
福
祉
医
療
の
拡
充

を
求
め
る
運
動
を
展
開
し
て
い

く
。

　

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
正
会
員

を
対
象
に
月
刊
保
団
連
８
月
号
に

同
封
し
て
お
届
け
す
る
予
定
。
追

加
希
望
等
に
は
在
庫
の
範
囲
で
応

じ
る
。
医
療
機
関
や
市
民
に
活
用

し
て
も
ら
う
た
め
、
非
売
品
と
し

て
無
料
で
頒
布
し
て
い
る
。
ご
注

文
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078
―

393
―
１
８
０
７
ま
で
。

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
１
６
０
万
円

未
満
が
対
象
に
広
が
っ
た
。

対
象
拡
大
は
19
市
町

　

県
と
同
じ
所
得
基
準
を
採
用
し

て
い
る
次
の
13
市
６
町
で
、
対
象

者
が
拡
大
す
る
。
尼
崎
市
、
伊
丹

市
、
川
西
市
、
猪
名
川
町
、
播
磨

町
、
加
古
川
市
、
稲
美
町
、
三
木

市
、
小
野
市
、
た
つ
の
市
、
太
子

町
、
上
郡
町
、
豊
岡
市
、
養
父

市
、
朝
来
市
、
香
美
町
、
淡
路

市
、
洲
本
市
、
南
あ
わ
じ
市
。

重
度
障
害
者

　

重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

は
、
自
治
体
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

一
定
の
所
得
以
下
の
、
重
度
（
１

級
・
２
級
）
の
身
体
障
害
者
な
ど

を
対
象
に
、
受
診
時
窓
口
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
。

　

兵
庫
県
は
対
象
と
な
る
所
得
制

限
に
つ
い
て
、「
世
帯
合
算
す

る
」
と
し
て
い
る
が
、
神
戸
市
で

は
、「
世
帯
合
算
は
行
わ
な
い
」

と
、
対
象
が
広
く
定
め
ら
れ
て
い

る
。高

齢
期
移
行
者

　

高
齢
期
移
行
者
医
療
費
助
成
制

度
は
、
昨
年
廃
止
さ
れ
た
老
人
医

得
制
限
に
つ
い

て
、「
国
の
定
め

る
児
童
扶
養
手
当

の
所
得
基
準
を
準

用
」
し
て
い
る
た

め
、
国
に
よ
る
こ

の
基
準
に
よ
り
、

結
果
と
し
て
対
象

者
が
拡
大
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
こ

の
所
得
基
準
を
準

用
し
て
い
る
自
治

体
で
は
、
こ
れ
ま

で
収
入
１
３
０
万

円
未
満
の
扶
養
義

務
者
が
対
象
と
な

被災に関する各種相談・要望、情報提供は、☎078－393－1817 組織部まで

豪雨の被害に遭われた先生方へ

被災状況をお知らせください被災状況をお知らせください
　このたびの豪雨災害により被災されました会員のみなさまには、心より
お見舞い申し上げます。協会では会員医療機関の被害状況の確認を進めて
います。床上、床下浸水などの被害に遭われた先生は、協会までお申し出
ください。
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会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

柴
田　

憲
吾
先
生

中
央
区　

歯
科

７
月
10
日 

享
年
57
歳

合
志　

至
誠
先
生

尼
崎
市　

外
・
整
形
外
科

７
月
12
日 

享
年
92
歳

　

い
わ
ゆ
る

「
骨
太
の
方
針

２
０
１
８
」
が

閣
議
決
定
さ
れ

た
。
医
療
政
策

に
お
い
て
は
二
つ
の
大
き
な
流

れ
が
見
え
る
。

　

ま
ず
は
「
自
助
、
共
助
、
公

助
の
範
囲
」
あ
る
い
は
「
給
付

と
負
担
」
の
見
直
し
と
称
す
る

「
患
者
窓
口
負
担
増
」
と
保
険

適
用
外
し
に
よ
る
「
給
付
減
」

で
あ
る
。

　

「
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担

の
在
り
方
」「
現
役
並
み
所
得

者
の
基
準
切
り
下
げ
」
に
よ

り
、
患
者
窓
口
負
担
を
増
加
さ

せ
る
。
ま
た
、「
市
販
品
と
医

療
用
医
薬
品
と
の
価
格
バ
ラ
ン

ス
」「
医
薬
品
の
適
正
使
用
」

等
の
観
点
か
ら
、
薬
剤
自
己
負

担
を
引
き
上
げ
る
。「
か
か
り

つ
け
医
・
か
か
り
つ
け
歯
科
医

・
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
の
普
及

を
進
め
る
」
名
目
で
、
外
来
受

診
時
の
定
額
負
担
を
導
入
す

る
。

　

ま
た
、「
費
用
対
効
果
」
や

「
財
政
影
響
」
な
ど
の
経
済
性

評
価
に
よ
り
「
新
規
医
薬
品
や

医
療
技
術
の
保
険
収
載
等
」
を

制
限
す
る
ば
か
り
か
、「
保
険

外
併
用
療
養
の

活
用
」
と
称
し

て
保
険
適
用
外

と
す
る
。
い
ず

れ
も
国
の
「
公

助
」
を
後
退
さ

せ
、
患
者
負
担

再
編
・
統
廃
合

が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、「
こ

の
上
病
床
の
機

能
分
化
・
連
携

が
進
ま
な
い
場

合
に
は
、
都
道

を
個
人
の
「
自
助
」
に
付
け
回

す
方
向
で
あ
る
。

　

極
め
付
き
は
、
医
療
費
が
増

え
た
場
合
に
患
者
の
窓
口
負
担

を
上
げ
る
い
わ
ゆ
る
「
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
制
」
の
導
入
で

あ
る
。

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
財
源
不

足
を
、
患
者
窓
口
負
担
に
求
め

る
の
は
、
冷
酷
で
無
責
任
な
方

策
で
あ
る
。
患
者
は
決
し
て

「
受
益
者
」
で
は
な
い
。「
応

能
」
負
担
に
お
け
る
「
能
力
」

と
は
「
患
者
」
の
支
払
い
能
力

で
は
な
く
、
広
く
法
人
も
含
め

た
税
金
や
社
会
保
険
料
の
負
担

能
力
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
患

者
負
担
増
政
策
は
、
低
所
得
者

の
受
診
抑
制
効
果
を
内
包
し
て

お
り
、
所
得
再
分
配
機
能
を
持

つ
社
会
保
障
制
度
の
一
部
と
し

て
の
医
療
に
お
い
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。

　

次
に
、
国
保
の
都
道
府
県
単

位
化
と
相
ま
っ
て
、
都
道
府
県

の
権
限
が
一
層
強
く
な
る
。

　

地
域
医
療
構
想
の
実
現
に
関

し
て
は
、
地
域
の
実
情
を
知
ら

な
い
机
上
の
推
計
に
よ
る
「
病

床
削
減
あ
り
き
」
に
対
す
る
反

発
が
強
く
、
対
応
が
決
ま
っ
て

い
る
医
療
機
関
は
１
％
に
も
満

た
な
い
。
公
立
・
公
的
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
、
準
強
制
的
に

府
県
知
事
が
役
割
を
適
切
に
発

揮
で
き
る
よ
う
な
権
限
」
が
促

進
さ
れ
る
。
ま
た
「
病
床
の
転

換
」「
介
護
医
療
院
へ
の
移

行
」
な
ど
を
着
実
に
進
め
る
た

め
の
「
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
」
の
活
用
や
「
高
額
医

療
機
器
の
共
同
利
用
、
効
率
的

な
配
置
」
を
促
進
す
る
の
も
県

が
中
心
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

最
も
危
険
な
の
は
「
地
域
独

自
の
診
療
報
酬
」
で
あ
る
。
す

で
に
奈
良
県
で
は
知
事
と
本
省

か
ら
出
向
し
副
知
事
を
務
め
た

財
務
官
僚
が
前
向
き
に
検
討
を

進
め
て
い
る
。
患
者
窓
口
負
担

や
医
療
機
関
の
受
け
取
る
診
療

報
酬
が
、
居
住
地
や
開
設
地
に

よ
り
、
差
別
さ
れ
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
根

幹
で
あ
る
医
療
の
公
平
性
が
失

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
点
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
県
知
事
と
県
会
議
員
の
役

割
は
重
要
で
あ
り
、
社
会
保
障

や
医
療
に
対
す
る
見
識
が
、
地

域
医
療
や
県
民
の
健
康
に
直
結

し
て
く
る
。
協
会
は
地
域
医
療

を
第
一
線
で
担
う
医
師
の
団
体

と
し
て
、「
患
者
負
担
増
と
給

付
減
」
を
良
し
と
せ
ず
、
各
方

面
に
働
き
か
け
を
強
め
て
い

く
。

　

協
会
・
保
団
連
が
活
動
に
協
力

し
て
い
る
全
国
反
核
医
師
の
会
は

６
月
10
日
、
東
京
都
内
で
第
14
回

全
国
大
会
を
開
催
。
共
同
通
信
編

集
委
員
の
太
田
昌
克
氏
が
「
核
廃

絶
や
核
兵
器
禁
止
条
約
を
巡
る
情

勢
や
日
本
政
府
の
外
交
姿
勢
」
と

題
し
記
念
講
演
を
行
い
、
約
50
人

が
参
加
し
た
。
川
西
敏
雄
世
話
人

（
協
会
副
理
事
長
）
の
参
加
記
を

掲
載
す
る
。

　

当
日
の
講
演
で
北
朝
鮮
と
米
国

の
現
状
と
日
米
の
核
政
策
の
歴
史

に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　

太
田
氏
は
、
歴
史
的
と
言
わ
れ

や
、
イ
ラ
ン
と
の
核

合
意
な
ど
に
つ
い

て
、
世
界
の
核
兵
器

廃
絶
運
動
を
大
き
く

前
進
さ
せ
た
と
評

価
。
し
か
し
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
２

月
、
中
期
的
な
核
戦

略
の
指
針
と
な
る
核

戦
略
見
直
し
（
Ｎ
Ｐ

Ｒ
）
を
発
表
し
、
核

た
〝
米
朝
首
脳
会
談
〞
に
関
す
る

北
朝
鮮
の
動
向
に
つ
い
て
、
共
同

通
信
編
集
委
員
な
ら
で
は
の
国
際

的
視
点
で
評
価
を
述
べ
た
。
日
本

で
は
北
朝
鮮
が
各
国
に
対
し
て
、

過
去
に
非
核
化
な
ど
の
約
束
不
履

行
を
繰
り
返
し
た
こ
と
を
例
に
出

し
、
信
用
で
き
な
い
国
だ
と
す
る

論
評
が
一
般
的
だ
が
、
米
国
も
北

朝
鮮
と
の
約
束
事
を
反
故
に
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
北
朝
鮮
も
煮

え
湯
を
飲
ま
さ
れ
、
米
国
不
信
と

な
っ
て
い
る
と
解
説
し
た
。
こ
れ

は
日
本
の
報
道
の
偏
向
を
暗
に
指

摘
し
て
い
る
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
太
田
氏
は
オ
バ
マ
前
大

統
領
の
プ
ラ
ハ
で
の
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
追
求
す
る
と
い
う
宣
言

兵
器
の
小
型
化
・
使
用
に
つ
い
て

言
及
し
た
。
そ
れ
に
対
し
河
野
太

郎
外
相
が
「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

Ｎ
Ｐ
Ｒ
を
高
く
評
価
す
る
」
と
コ

メ
ン
ト
を
出
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
太
田
氏
は
、
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
で
、
福
島
原
発
事
故
と
い
う
大

惨
事
を
起
こ
し
た
国
で
あ
り
な
が

ら
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
指
摘

し
た
。

　

講
演
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
２
０
０
９
年
２
月
、
オ

バ
マ
政
権
が
唱
え
た
「
核
な
き
世

界
」
に
対
し
、
在
米
日
本
大
使
館

幹
部
が
作
成
し
た
、
核
の
傘
の
弱

体
化
を
恐
れ
る
と
し
た
メ
モ
の
存

在
だ
。
メ
モ
に
は
（
日
本
政
府

は
）〝
米
国
の
維
持
・
取
得
す
べ

き
兵
器
シ
ス
テ
ム
に
日
本
側
が
と

や
か
く
言
え
な
い
が
、
米
国
の
抑

止
力
の
望
ま
し
い
特
性
な
ら
羅
列

で
き
る
〞
と
、
米
国
の
核
拡
大
政

策
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
日
本
の

平
和
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
の
よ

う
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
そ
う

だ
。
米
国
の
核
拡
大
派
に
あ
ろ
う

こ
と
か
〝
塩
〞
を
送
っ
て
い
た
の

だ
。
誰
が
こ
の
意
思
決
定
を
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

こ
の
情
け
な
い
日
本
政
府
の
姿

勢
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
い
っ

そ
う
反
核
運
動
、
反
原
発
運
動
を

進
め
な
く
て
は
と
強
く
感
じ
た
記

念
講
演
だ
っ
た
。

　

８
月
４
〜
９
日
に
広
島
・
長
崎

で
開
催
さ
れ
る
「
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
」
を
め
ざ
し
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
へ
の
転
換
を
訴
え
、
日

本
全
国
の
市
町
村
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
歩
く
「
国
民
平
和
大
行
進
」

が
、
７
月
４
日
か
ら
16
日
に
か
け

て
、
兵
庫
県
内
を
行
進
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
、
中
央
区
内
を
武

村
義
人
副
理
事
長
と
ス
タ
ッ
フ
、

松
岡
泰
夫
評
議
員
、
桃
原
久
枝
先

生
が
、
明
石
市
内
を
樫
林
義
雄
理

事
と
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
行
進

し
、
核
廃
絶
に
よ
る
平
和
の
実
現

を
訴
え
た
。

　

平
和
行
進
は
、
５
月
６
日
に
東

京
に
あ
る
第
五
福
竜
丸
展
示
館
前

を
出
発
し
、
８
月
４
日
に
広
島
に

到
着
す
る
予
定
。

　

８
月
に
開
催
さ
れ
る
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
に
も
協
会
役
員
が
参

加
を
予
定
し
て
い
る
。

共
同
通
信
編
集
委
員
の
太
田
昌
克
氏
が
核
兵
器

禁
止
条
約
を
巡
る
情
勢
を
紹
介　
　
　
　
　
　

反
核
医
師
の
会　

全
国
大
会

2018年国民平和大行進

激
動
の
朝
鮮
半
島
と

ト
ラ
ン
プ
リ
ス
ク

核兵器のない世界
実現求めアピール

 
副
理
事
長　
　

川
西　

敏
雄

中
央
区
で
の
行
進
に
ス
タ
ッ
フ
と
参
加
し
た
武
村
副
理
事
長
（
①
右
端
）
と

桃
原
（
①
中
央
）
先
生
（
７
月
10
日
）、
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
「
平
和
」
の

の
ぼ
り
を
掲
げ
明
石
市
を
行
進
し
た
樫
林
理
事
（
②
中
央
・
７
月
11
日
）

●①

●②

文化部　夏休み特別企画文化部　夏休み特別企画 リターンズ！

日　時　７月29日（日）14時～16時　　会　場　協会５階会議室
講　師　久保田“G

ガ ズ

AZZ”誠氏　※ ウクレレに触れる時間もあります
参加費　500円（親子でご参加の場合、子どもさんは無料）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 吉永まで

～YouTubeでブレーク中のウクレレ講師によるライブ＆トーク～～YouTubeでブレーク中のウクレレ講師によるライブ＆トーク～
親子で 親子で ウクレレことはじめウクレレことはじめ

骨
太
の
方
針
２
０
１
８
閣
議
決
定

患
者
窓
口
負
担
増
と

保
険
給
付
減
に
強
く
反
対
す
る

参 加 記
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医科保険請求

〈地域包括診療料・地域包括診療加算〉

Ｑ１　地域包括診療加算、および地
域包括診療料（医科、地域包括診療

加算など）の施設基準における「慢

性疾患の指導に関わる適切な研修」

について、内容に変更はないか。

Ａ１　変更はありません。高血圧
症、糖尿病、脂質異常症および認知

症を含む複数の慢性疾患の指導に係

る研修であり、服薬管理、健康相

談、介護保険、禁煙指導、在宅医療

等の主治医機能に関する内容が適切

に含まれた研修です。継続的に２年

間で通算20時間以上の研修を修了し

ていなければなりません。

Ｑ２　医師会が主催する日医生涯教
育制度に係る研修が、「慢性疾患の

指導に係る研修」に該当する扱いに

変更はないか。

Ａ２　以下の扱いには変更がありま
せん。
（１）20時間の講習の中には、

「29．認知能の障害」、「74．高血圧

症」、「75．脂質異常症」、「76．糖尿

病」を含んでおり、それぞれ１時間

以上の研修を受講していること。

（２）（１）であり、かつ服薬管

理、健康相談、介護保険、禁煙指

導、在宅医療などの主治医機能に関

する内容が適切に含まれているこ

と。ただし、上記四つのカリキュラ

ムコード以外の項目については、

ｅ-ラーニングによる受講でも差し

支えない。

（３）研修実績の提出を、２年毎に

行うこと。

※以下の扱いに変更があります。
（１）座学研修は、出退管理が適切

に行われていれば講習DVDを用いた

研修会でも差し支えない。

（２）２年毎の研修修了に関する届

出を２回以上行った医師について

は、それ以後、「29． 認知能の障

害」、「74．高血圧症」、「75．脂質異

常症」、「76．糖尿病」の四つの研修

についても、当該コンテンツがある

ものについては、ｅ-ラーニングに

よる単位取得でも差し支えない。

例：2014年４月に初めて地域包括診

療料を届け出し、2015年、2017年に

２年毎の研修修了に関する届け出を

行っている場合、2019年の届け出に

おいては、上記四つのカリキュラム

コードについても、ｅ-ラーニング

による単位取得でも差し支えない。

※厚労省事務連絡（2018年７月10

日）「疑義解釈資料の送付について

（その５）」を改変の上掲載

　　

保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

　

保
団
連
は
７
月
７
・
８
日
に
東
京
都
内
で
第
48
回
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
全
国
48
協
会
・
医
会
か
ら
３
８
４
人
、
兵
庫
協
会
か
ら

会
員
17
人
が
参
加
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
研
究

所
所
長
で
、
元
外
務
省
国
際
情
報
局
長
の
孫
崎
享
氏
が
「
憲
法
９
条

改
憲
と
日
本
の
外
交
・
安
全
保
障
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
参
加
記

を
掲
載
す
る
。

予
備
評
議
員　
　

明
渡　
　

寛

平
和
的
手
段
に
よ
る

安
全
保
障
を
学
習

　

去
る
７
月
７
、
８
日
の
両
日
、

第
48
回
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
初
日

は
、「
医
療
・
社
会
保
障
と
憲
法

を
守
る
運
動
を
一
体
で
攻
勢
的
に

推
進
し
よ
う
」
と
い
う
基
調
提
案

の
後
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
研
究
所

所
長
の
孫
崎
享
先
生
に
よ
る
記
念

講
演
「
憲
法
９
条
改
憲
と
日
本
の

外
交
・
安
全
保
障
」
を
拝
聴
し
ま

し
た
。

　

孫
崎
先
生
は
、
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

の
無
効
性
に
つ
い
て
の
数
学
的
な

説
明
と
、
独
仏
が
現
在
戦
争
を
し

な
い
こ
と
を
例
に
、
周
辺
諸
国
と

の
資
源
共
有
に
よ
り
戦
争
が
避
け

ら
れ
る
「
協
力
の
利
益
」
に
触
れ

ら
れ
、
平
和
的
手
段
の
採
用
に
よ

り
防
衛
費
の
増
額
は
必
要
な
い
こ

と
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
（
確
か
に

理
想
で
す
が
、
あ
く
ま
で
相
手
も

同
意
し
て
く
れ
た
場
合
に
平
和
的

手
段
は
有
効
な
わ
け
で
、
サ
ン
マ

の
漁
獲
量
で
さ
え
同
意
し
て
く
れ

な
い
某
国
に
、
尖
閣
周
辺
の
石
油

の
採
掘
量
で
平
和
的
に
同
意
が
得

ら
れ
る
か
と
い
う
点
に
は
疑
問
が

残
り
ま
す
が
…
）。

　

２
日
目
の
午
前
は
「
韓
国
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
審
査
事
情
」
と
い
う

講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。
韓
国
に

お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
保
険
審
査

に
お
い
て
は
最
終
的
に
は
ほ
と
ん

ど
人
の
審
査
が
入
っ
て
お
り
、
日

本
が
韓
国
を
例
に
と
り
医
療
費

（
人
件
費
）
削
減
の
た
め
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と

は
筋
違
い
で
あ
り
、
画
一
的
検
査

と
な
り
医
師
の
裁
量
権
が
剥
奪
さ

れ
る
と
の
主
張
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

午
後
に
は
「
医
師
の
働
き
方
と

政
府
の
『
働
き
方
改

革
』」
に
つ
い
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
、
４
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
、
勤
務
医
だ

け
で
な
く
開
業
医
を
含

め
た
今
後
の
医
師
の
働

き
方
に
つ
い
て
の
講
演

が
な
さ
れ
、
そ
の
後
会

場
か
ら
の
発
言
を
含
め

熱
心
な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
日
本
豪
雨
に
加
え
、
初
日
の

孫
崎
先
生
の
ご
講
演
中
に
は
千
葉

震
源
の
地
震
に
よ
る
結
構
大
き
な

揺
れ
を
会
場
で
も
感
じ
る
と
い
っ

た
大
変
な
日
で
し
た
が
、
多
く
の

貴
重
な
ご
意
見
を
拝
聴
す
る
こ
と

が
で
き
、
有
意
義
な
２
日
間
で
し

た
。
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

て
、
物
的
な
不
充
足
を
挙
げ
ら

れ
、
物
資
だ
け
で
な
く
サ
ー
ビ
ス

の
不
充
足
に
よ
る
心
身
へ
の
影
響

と
さ
れ
ま
し
た
。
病
気
と
貧
困
は

仲
が
良
い
と
思
わ
れ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。「
貧
困
」
は
漠

然
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、「
か

た
ち
」
を
与
え
れ
ば
、
そ
れ
に
対

し
て
対
策
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
社
会
が
「
問
題
」
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
貧
困
が
認
識
さ
れ

る
。
つ
ま
り
対
策
そ
の
も
の
が
貧

困
を
規
定
す
る
と
講
師
は
言
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
通
常
の
診
療
時
に

お
い
て
、
貧
困
の
影
響
と
も
考
え

ら
れ
る
事
例
を
見
か
け
ま
す
し
、

兵
庫
協
会
が
作
成
し
た
書
籍
『
口

か
ら
見
え
る
貧
困
』
は
誠
に
タ
イ

ム
リ
ー
な
問
題
提
起
で
す
。
こ
う

　

２
日
目
の
講
座
３
「
現
代
の

『
貧
困
』
問
題
と
は
何
か
―
貧
困

の
『
か
た
ち
』
を
考
え
る
」（
講

師
：
岩
田
正
美
日
本
女
子
大
学
名

誉
教
授
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
貧
困
」
と
は
見
え
に
く
い
も

の
、
漠
然
と
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
す
が
、
現
代
で
は
見
え
に
く
い

「
貧
困
」
が
見
え
て
い
た
時
代
の

流
れ
と
し
て
、
戦
後
貧
困
の
例
を

挙
げ
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
師
は
「
貧
困
」
の
定
義
と
し

し
た
「
貧
困
」
が
今
ま
で
に
解
決

を
ど
う
目
指
し
て
き
た
の
か
を
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
見
え

て
い
な
い
貧
困
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
貧
困
者
を
社
会
的
排
除
の
対

象
と
し
て
、
見
え
な
い
も
の
に
し

て
き
た
歴
史
的
事
実
も
あ
る
よ
う

で
す
。
つ
ま
り
為
政
者
は
「
貧

困
」
を
目
に
見
え
な
い
も
の
、
見

せ
て
は
い
け
な
い
も
の
と
し
て
、

特
定
の
地
区
に
囲
い
こ
む
よ
う
に

し
、
家
庭
に
お
い
て
は
ド
ア
の
内

側
に
隠
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ

る
バ
タ
ヤ
部
落
や
生
活
保
護
の
集

中
地
区
が
そ
の
例
で
す
。

　

そ
し
て
ほ
ん
の
少
し
前
の
「
一

億
総
中
流
社
会
」
と
な
る
わ
け
で

す
。
戦
後
と
は
異
な
る
「
貧
困
」

の
誕
生
と
な
り
ま
す
。
そ
の
時
代

は
「
豊
か
さ
」
と
消
費
欲
を
助
長

す
る
時
代
と
言
え
ま
す
。
豊
か
さ

追
求
は
借
金
を
し
や
す
い
社
会
の

出
現
と
な
り
、
生
活
破
綻
者
も
自

殺
者
も
増
え
て
き
た
時
代
で
し

た
。
さ
ら
に
は
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
と
い
う
名
の
中
絶
も
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
民
が
身

を
切
っ
た
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
90
年
代
半
ば
か
ら
は
非

正
規
労
働
者
の
増
大
、
若
者
の
失

こ
れ
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
接
触
を

許
す
機
会
を
与
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
自
立
支
援
政
策
以
外
で
貧

困
を
抜
け
出
す
べ
き
で
は
な
い
の

で
す
。
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
安
定
と
自
立
を
目
指
す
の
は
社

会
の
安
寧
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し

　

講
座
４
「
韓
国
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
審
査
事
情
」
に
参
加
し
た
。

　

演
者
の
廉ヨ

ム

宗
ジ
ョ
ン

淳ス
ン

氏
（e -

corporation

社
社
長
）
は
日
本
語

の
堪
能
な
韓
国
人
で
、
元
ソ
ウ
ル

市
役
所
の
公
務
員
で
韓
国
警
察
病

院
の
職
員
で
あ
っ
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

制
作
に
精
通
し
日
韓
を
股
に
掛
け

て
活
躍
し
、
著
書
多
数
あ
り
。

　

韓
国
は
１
９
４
５
年
ま
で
日
本

の
統
治
下
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
仲
間
入
り
を
果
た

し
、
行
政
、
医
療
に
お
い
て
は
日

本
よ
り
Ｉ
Ｔ
化
が
進
行
し
て
い

る
。
何
故
か
？

　

廉
宗
淳
氏
が
説
明
す
る
に
、
韓

国
は
朝
鮮
戦
争
後
の
軍
政
下
、
開

発
独
裁
と
い
う
か
民
主
的
な
政
治

参
加
を
抑
制
し
、
急
速
な
発
展
と

近
代
化
を
目
指
し
、
福
祉
や
自
由

の
尊
重
な
ど
の
政
策
は
後
回
し
に

し
て
、
福
祉
政
策
が
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
工
業
や
軍
事
部
門
に
優
先
的

に
経
済
資
源
を
配
分
し
た
。
そ
の

結
果
、
医
師
の
団
体
よ
り
国
家
権

力
の
方
が
強
い
と
い
う
地
盤
が
醸

成
さ
れ
た
。

業
や
非
正
規
化
に
と
も

な
っ
て
か
つ
て
の
寄
せ

場
対
策
は
無
力
に
な
っ

て
し
ま
い
、
あ
ら
た
な

ホ
ー
ム
レ
ス
つ
ま
り
、

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
な

ど
住
居
喪
失
者
の
問
題

と
な
り
、
生
き
づ
ら
い

社
会
を
作
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
ま
さ
に
働

い
て
も
貧
困
か
ら
抜
け

出
せ
な
い
社
会
を
作
り

出
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

日
本
人
は
家
族
も
含

め
自
助
に
よ
っ
て
問
題

を
乗
り
越
え
よ
う
と
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
１
９
９
７
年
に
大
き

な
経
済
危
機
が
あ
り
、
革
命
的
な

paradigm shift

が
な
さ
れ
た
。

韓
国
版
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
フ

ル
活
用
し
て
、
役
所
へ
何
回
も
足

を
運
ば
ず
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
面
倒

な
手
続
き
を
国
民
に
さ
せ
な
い
と

い
う
法
律
が
で
き
た
。

　

一
見
便
利
で
近
未
来
的
な
感
じ

が
す
る
が
、
し
か
し
韓
国
の
医
療

制
度
は
医
師
の
立
場
か
ら
で
な
く

国
家
管
理
す
る
立
場
か
ら
作
ら
れ

た
。
大
病
院
の
医
療
費
の
患
者
負

担
は
６
割
で
あ
る
。
レ
セ
プ
ト
は

１
０
０
％
電
子
化
さ
れ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
、
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
（
健
康
保
険
審
査
評
価
院
）
一

本
で
審
査
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
審

査
に
は
看
護
師
も
参
加
し
、
支
払

い
は
日
本
の
よ
う
に
月
単
位
で
な

く
、
週
単
位
で
あ
る
。
ま
た
完
全

な
混
合
診
療
で
、
医
師
の
裁
量
、

匙
加
減
の
余
地
が
少
な
く
、
医
療

費
抑
制
、
画
一
的
な
医
療
制
度
と

な
る
。

　

韓
国
は
日
本
以
上
に
格
差
社
会

で
も
あ
る
。「
他
山
の
石
」
と
し

て
日
本
が
変
に
真
似
す
る
と
ボ
タ

ン
の
掛
け
違
い
が
起
こ
り
、
後
で

不
都
合
な
こ
と
が
起
こ
る
。
民
主

的
な
日
本
で
は
既
得
権
者
が
多
く

韓
国
の
様
なdrastic

な
改
革
は
す

べ
き
で
な
い
し
、
当
分
不
可
能
で

あ
ろ
う
。
昔
か
ら
言
う
で
な
い

か
！
「
貞
観
政
要
」
に
よ
る
と

唐
の
政
治
家
、
魏ぎ

徴ち
ょ
うは

「
創
業
は

易
く
、
守
成
は
難
し
」
民
主
国
家

に
お
い
て
、
既
得
権
者
の
存
在
下

の
改
革
は
困
難
で
時
間
が
か
か

る
。
ゆ
っ
く
り

4

4

4

4

急
ぐ
べ
き
だ
。

か
し
自
助
努
力
を
す
る
国
民
性
質

を
利
用
し
よ
う
と
す
る
為
政
者
に

対
し
て
、
国
民
に
十
分
な
情
報
を

提
供
し
て
自
立
支
援
を
助
け
る
、

わ
れ
わ
れ
協
会
の
役
割
は
重
要
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

参加記①

評
議
員　
　

島
津　

俊
二

現
代
の
貧
困
と
は
？

参加記②

参加記③

孫
崎
享
・
元
外
務
省
国
際
情
報
局
長
が
記
念
講
演

全国から384人が集まり、政治・経済から診療報酬や審査
支払問題までさまざまなテーマについて学習した 　　　

監事　　永本　　浩

韓国の
コンピュータ審査事情
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（７月５日号からのつづき）

脊髄損傷
　Ｃ３（第３頸椎）神経：横隔膜…
三の漢字の形で覚えよう（間を分け
る膜）
　Ｃ５（第５頸椎）神経：上腕二頭
筋（肘を曲げる）・手の平５指で顔
を叩く。痛さで覚えよ
　Ｃ６（第６頸椎）神経：手首を甲
の側に曲げる（図１、２）。
　Ｃ７（第７頸椎）神経：手首を手
の平の側に曲げる（図１、「にゃに
ゃ」）。上腕三頭筋（肘を伸ばす）…
肘をシチッ（７）と伸ばす。
　Ｃ８（第８頸椎）神経：指を曲げ
る（エイトマンの歌）（図１）。
　Ｔ１（第１胸椎）神経：指を開い
たり閉じたりする。…１ドル札を指
の間に挟む（図１）。
　例えば現場で意識がある四肢麻痺
の患者がいて肘を曲げて横たわって
いればそれを見ただけで「ははあ、
Ｃ６かＣ７の麻痺だな（肘を曲げら
れるが伸ばせない。つまりＣ５まで
は大丈夫だがそれより下が麻痺して
いる）」と見当がつく。頸髄損傷は
Ｃ４～Ｃ７辺りが圧倒的に多い（図
３）。
　胸髄レベルは乳頭付近の知覚がＴ
４（乳、ちち、しし、四四）、剣状
突起がＴ７（突起に７が隠れてい
る）、へそがＴ10（十が隠れてい
る）、そけい部がＴ12（コマネチ12
歳！）と覚えておく（図１）。触診
でどこから知覚がないか分かれば損
傷レベルが分かる。
★頭部外傷や脊髄損傷を疑ったら決
して首の屈曲をしてはならない。
　頭部外傷で脳圧が高まっている場
合、首を屈曲するとそれだけで脳が
頭蓋骨から引き出されることになり
脳ヘルニアを一気に助長する。脊髄
損傷で首を屈曲すると脊髄損傷がさ
らにひどくなる。また頭部外傷や脳
血管障害の急性期に脳圧降下剤以外
の輸液を急速輸液してはならない。
５％ブドウ糖液を急速輸液するだけ
で一気に脳浮腫を助長して死亡する
ことがある。…「５分で死ぬよ、５
プロの500」と覚える。
　頸椎ではとにかく、頸椎の動きを
避け、中間位（屈曲と伸展の中間）
を保つようにし、直ちに頸椎カラー

よ。移動させる時は一人が頭側に立
ち、両手を患者の肩の下に入れ両前
腕で頭を支え首が屈曲しないように
する。頸椎損傷を疑うときはスクー
プでなくバックボードにすること。

頸部の固定法
　頸髄損傷を疑ったら頸部を屈曲・
伸展の中間位で固定せよ（図４）。
脊損の場合、頸椎カラーだけではと
ても十分な固定とは言えない。頸椎
カラーを装着した上でバックボード
の上に載せ、頭、首の周囲に枕（ヘ
ッドイモビライザー）を置き、頭を
マジックテープなどで固定する。こ
れには３～４名の人員が必要であ
る。カラーの装着は１名が頭を中間
位に保持しながら牽引し、もう１名
がカラーを装着する。１人でやって
はいけない。
　患者が車内で座っている時は、１
名が後部座席に入り込み、後ろから
頭を上方に牽引しつつ中間位に保ち
もう１名がカラーを装着する。次に
背中にショートボードを置き、頭と
体幹を固定する。次に患者を座席に
寝かせ、ショートボードの下にロン
グボードを入れて体全体を固定した
上で車の外に出す。緊急で車を脱出
する必要のある時は頸椎を保持した
ままロングボードへ移すこともあ
る。 （つづく）

静岡県・西伊豆健育会病院　院長　　仲田　和正先生講演

日常診療で使える整形知識⑩
整形外科的外傷学各論 ①
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協会グループ保険

新グループ保険

休業保障制度

所得補償保険

医師賠償
責任保険

団体割引の
自動車保険、
火災保険

保険医協会保険医協会のの共済制度共済制度ドクターを支えるドクターを支える

協会の共済制度をお勧めします！　 お問合わせは共済部まで　☎ 078-393-1805

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

第27回日常診療経験交流会プレ企画・薬科部共催

放射能を背負って放射能を背負って
世界史的災害の現場で考えたこと世界史的災害の現場で考えたこと

日　時　８月４日（土）16時～19時　会　場　県農業会館11階大ホール
講　師　桜井勝延氏（前福島県南相馬市長）
講師紹介　生田チサト氏（福島県南相馬市・大町病院看護師）
報　告　「外国人の見た巨大災害」
ロビン ロイド氏（米国・民族音楽家）／アブドゥルラッハマン ギュ
ルベヤズ氏（ドイツ・サラハディン大学言語学部教授）／ディヌー
シャ ランブクピティヤ氏（スリランカ・久留米大学外国語教育研究
所講師）／バイマー ヤンジン氏（チベット・声楽家）／ニコラ エス
ピナス氏（フランス・フォトグラファー）
司　会　広川恵一先生（広川内科クリニック）
　　　　滝本桂子先生（薬局リベルファーマシー）
※19時30分より同会場でみなとこうべ海上花火大会観賞会

図２　これで見える範囲はＣ６
　（ただし中指はＣ７）

図３　頸髄損傷はＣ４～Ｃ７の
範囲が最も多い　

図４　頸部の固定法

図１　知っていると便利　運動神経と知覚神経

Ｃ６

Ｃ７

を着ける。頸椎を長軸方向
に牽引するのは良い。担架
への移動の際、十分注意せ

Ｃ７
Ｃ８
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